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史JI Res Gestae の記述の信憲性を明らかにすることを目的とするものである。考察の対象とする時代に
ついては、 4 世紀の中でも、特にコンスタンテイウス 2 世支配期に限定した。コンスタンテイウス 2 世
は後期ローマ帝国の支配体制の礎を築いたコンスタンテイヌス l 世の息子であり、 337年から361年まで











































































に関する研究動向を概観し、本稿で取るべき視角を確認する。第 2 章では、 355年に起こった武官シル
ウァヌスの反乱事件を取り上げ、コンスタンテイウス 2 世支配期における内乱とその政治的影響につい
て考察する。第 3 章で、は文官パウルスの活動を取り上げ、この時代における文官の政治的活動について

























らしたのはJ. F. Matthews, The Roman Empire 01 Ammianus, London, 1989 (revised ed.: Ann Arbor, 
2007) と、]. den Boeft を初めとする 4 名の研究者による『歴史』コメンタリ一作成作業 (Boeft et al. 








トに散りばめられた引聡を読み解くことで新たなアンミアヌス像を提示した G. Kelly , Ammiαnus 
Marcellinus: the allzιsive historian, Cambridge , 2008を挙げることができる。他方歴史学的関心からは、
アンミアヌスの記述は史料としてどれ程信頼できるものなのか、という問題が重要で、ある。この問題に
関して、従来高く評価されていたアンミアヌスの記述を厳しく批判する立場が現れた (T. D. Barnes , 




第 2 章では355年に起こった、歩兵軍団司令官 magister peditum シルウァヌスの反乱事件を取り上げ
た。この事件は『歴史j 15巻 5 章に詳述されており、著者アンミアヌス自身が反乱の鎮圧に関わってい
る。シルウァヌスはコンスタンテイウス 2 世に仕えた有力な武官でありながら、権力争いと陰謀の結果







































発においてである a歴史j 14巻 5 章)。パウルスはブリテン島に派遣され、マグネンテイウス支持者の







































て考察した a歴史j 22巻 3 章)。この裁判ではコンスタンテイウス 2 世に仕えた多数の高官が告発され、
その多くが処罰された。この裁判の特徴は、裁判官に当時ユリアヌスに仕えた文武の高官 6 名が任命さ
れ、被告のほとんどがコンスタンテイウス 2 世に仕えた文官であったことである。アンミアヌスはこの
裁判を批判的に記述している。彼によれば、騎兵軍団司令官 magister equitum アルピティオが判決の













































































第 2 章では、シルウァヌスの反乱事件 (355年)を取り上げ、『歴史』公刊前後において諸史料の記述
内容に大きな差異が見られることが確認され、その変化の理由が具体的に考察される。












本論文は、 4 世紀中葉のローマ帝国史の最も重要な史料である、アンミアヌス『歴史J の記述とその
周辺の諸史料の厳密な再検討に基づき、コンスタンテイウス 2 世支配期の帝国政治・行政史の新たな像
を提示することに成功しており、斯界の研究の発展に寄与するところ大なるものがある。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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